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第2節二国間借款s z有償資金協力実施状況s（1）主要実績

第3章　主な事業と関係機関の実績

図表-56  円借款の調達条件の推移／図表-57  円借款供与実績の推移（債務救済を除く）／図表-58  2007年度までの累計で見た円借款供与額上位30か国／図表-59  2007年度円借款供与額上位10か国

第2節 二国間借款

□1 有償資金協力実施状況

図表-56 円借款の調達条件の推移 図表-57 円借款供与実績の推移（債務救済を除く）

（1）主要実績

図表-58 2007年度までの累計で見た円借款供与額上位30か国 図表-59 2007年度円借款供与額上位10か国
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図表-60  円借款実績

図表-60 円借款実績

＊1　アフリカ地域の実績には、アフリカ開発銀行向け円借款を含む。 
＊2　四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 

＊　四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 

＊　四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 
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第2節二国間借款s z有償資金協力実施状況s（1）主要実績

第3章　主な事業と関係機関の実績

図表-60  円借款実績

＊1　「その他」の実績には、アフリカ開発銀行向けの円借款を含む。 
＊2　四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 

＜主な対象分野の内容＞   
農林業：農業総合開発、畜産、林業 
灌漑・治水：灌漑、治水、洪水制御 
工業：肥料工場、製鉄所（含：中小企業向けTSLを含む） 
海運：港湾建設、船舶   
電力：水力、火力、地熱発電、送電線   
通信：電話網整備、マイクロウェーブ施設   
構造調整：構造調整融資  

     
水産業：漁業基地整備 
鉱業：石油開発、鉱山開発 
陸運：道路、鉄道、橋梁建設 
航空：空港建設 
ガス：ガス開発 
社会インフラ：上下水道整備、医療施設、教育施設、環境、消防等 
その他：輸出促進 他 

＊　四捨五入の関係で合計が一致しないことがある。 

＊1　「債務救済方式の見直し」に伴い、2002年度をもって債務救済無償が廃止され、債務免除方式に変更されたことにより、2003年度から債務繰延と債務
　　免除を区分。　 
＊2　（旧）JBIC国際金融など業務関連債権（非ODA分）、付保商業債権および食糧債権に関する債務救済は除く。　 
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1．事業の開始時期・経緯・目的
◆開始時期◆

1957年の日本輸出入銀行法改正によって、外国

政府等への融資制度が創設され、1958年に第1号

案件に対して融資が行われた。

◆経緯・目的◆

1957年以後、日本輸出入銀行が円借款業務を

実施してきたが、1961年以後は海外経済協力基金

が円借款業務の中心的役割を果たしてきた。1999

年には、日本輸出入銀行と海外経済協力基金が統

合し、国際協力銀行（JBIC）となり、また、2008年10

月にはJBICの海外経済協力業務が新JICAに継承

された。円借款は、開発途上地域の政府・政府機

関等に対し、開発事業の実施や、経済安定に関す

る計画の達成に必要な資金を直接融資するもので

ある。

2．事業の仕組み
◆概　要◆

円借款は、開発途上国に対し長期・低利の緩や

かな条件で開発資金を貸し付けるものである。

開発途上国の経済発展には、その土台としての

経済・社会インフラ整備が不可欠であり、経済・社

会インフラ整備には開発資金が必要だが、開発途

上国自身では十分な資金を確保できない場合があ

る。また、アジア通貨危機のように経済困難に陥っ

た国については経済安定、経済構造改革のための

資金も必要である。

円借款は、このような開発のための資金需要に緩

やかな条件で対応するものであり、返済義務を課す

借款という形での援助を行うことにより、開発途上国

の開発に対する主体性（オーナーシップ）を高め、開

発途上国が自らの力で自立するための自助努力を

支援するという大きな意義を有することに加え、供与

先の国との間で債権債務関係を設定することで、そ

の国との長期にわたる安定的な関係の基礎となると

いう外交政策上の重要な役割を担っている。

◆審査・決定プロセス◆

開発途上国政府より在外公館等を通じた要請が

なされた後、外務省が中心となり、財務省、経済産

業省等関係省庁およびJICAにも協議しつつ検討が

行われる。

その後、原則として、政府調査団の派遣による相

手国政府との協議を経た後、JICAの審査ミッション

が派遣され、相手国政府、実施機関等との協議、

調査等を行う。このJICAの審査ミッションの結果を

踏まえて借款供与額、条件等が決定され、その内

容が相手国政府に事前通報される。

続いて、政府間で交換公文が締結され、それを

受けて、JICAと相手国借入人等との間で借款契約

の調印が行われる。

◆決定後の案件実施の仕組み◆

円借款案件においては、通常、設計、入札補助

等のためにコンサルタントが借入国によって雇用され

るが、その場合は、国際的に行われている選定方法

（ショートリスト方式等）によって選定される。続いて、

プロジェクトに必要な資機材・サービスが、原則とし

て、国際競争入札によって調達される。なお、こうし

た調達は借入国の責任において、JICAが公表して

いるガイドラインに沿って行われることとなっているが、

JICAは、調達の各段階において必要に応じて、調
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①円借款事業（国際協力機構（JICA：Japan International Cooperation Agency））

（2）主な事業と関係機関の概要と実績

①円借款事業（国際協力機構（JICA：Japan International Cooperation Agency））
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プロジェ 
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
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完
成 落札者 

の決定 
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評  価 　 
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または 
実施機関 

相手国政府 
または 
実施機関 

実施機関 
（JICA） 

工事の進ちょ
くに応じ落札
者に実施機
関（JICA） 
より支払 

閣議決定 

交換公文署名 

外務省 
供与案 
作成 

外務大臣 
または 
大使 

相手国 
政府 

供与事前 
通報 

関係省庁 
との協議･ 
意見聴取 

外務大臣 
から交換 
公文（案） 
について 
閣議請議 

借款契約（L/A）の締結 
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第2節二国間借款s z有償資金協力実施状況s（2）主な事業と関係機関の概要と実績

第3章　主な事業と関係機関の実績

①円借款事業（国際協力機構（JICA：Japan International Cooperation Agency））

達手続きの確認を行い、経済性、効率性、透明性

および非差別の原則に従った調達の確保を図って

いる。

借款資金の貸付は、原則として、事業の進捗に

応じて実際に資金需要が発生したときに行われる。

プロジェクトの実施主体は、あくまで借入国である

が、JICAはその円滑な実施に向け、必要に応じて

適宜助言等を行って協力している。このような実施

管理の重要性は年々高まっており、事業の効果的な

実施のために特に必要と判断される場合には、追加

的、補足的調査を行う案件実施支援調査（SAPI）

を行うことがある。

プロジェクトの完成後は事後評価を実施し、そこ

から得られた教訓を日本政府、JICA内部、および、

相手国政府、実施機関にフィードバックし、その後の

プロジェクトの形成、審査、実施、事後監理に役立

てる。また、完成したプロジェクトの効果の持続ある

いは一層の向上のために、借入国の求めに応じ調

査を行うことがある。

3．最近の活動内容
（実績数字はすべて借款契約（L/A）ベース）

◆承諾、実行および回収実績◆

◆地域別承諾額◆

４．より詳細な情報
◆書籍等◆

・国際協力銀行年次報告書

◆ホームページ◆

・国際協力機構（JICA）：http://www.JICA.go.jp/

回収額 

6,186 
6,601 
69,746

実行額 

6,067 
6,839 

183,842

承諾額 

7,637 
9,012 

246,155

年　度 

2006 

2007 

累  計 

（単位：億円） 

＊　承諾額、実行額については、債務救済分を除く。 

累　計 

201,161   
（81.7） 
20,392   
（8.3） 
7,808   
（3.2） 
14,167   
（5.8） 
691   
（0.3） 
1,937   
（0.8） 

246,155   
（100.0） 

2007

6,259   
（69.5） 
2,147   
（23.8） 
367   
（4.1） 
194   
（2.2） 
46   

（0.5） 
0   

（0.0） 
9,012   

（100.0） 

2006

6,440   
（84.3） 
743   
（9.7） 
393   
（8.2） 
60   

（0.8） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
7,637   

（100.0） 

年　度 
地　域 

ア ジ ア  
 
中 東  
 
ア フ リ カ  
 
中 南 米  
 
オセアニア  
 
東 欧  
 
合　計 
 

（単位：上段；億円、下段（　）；％） 

＊1　債務救済分を除く。 
＊2　数値は四捨五入の関係上、合計が一致しない場合がある。 



1．事業の開始時期・経緯・目的
◆開始時期◆

1960年の海外経済協力基金法の成立によって投

融資制度が創設され、1961年に第1号案件に対し

て出資承諾を行った。

◆経緯・目的◆

1960年以後、海外経済協力基金が海外投融資

業務を実施してきたが、1999年の日本輸出入銀行

との統合および2008年10月に新JICAがJBICの海

外経済協力業務を継承したことににより、現在は

JICAが実施している。開発途上国の政府部門に

対して供与される円借款とともに、民間セクターが有

する活力・効率性を開発途上国の経済社会開発に

活用するものである。

2．事業の仕組み
◆概　要◆

海外投融資は、主として、民間セクターが開発途

上国で実施する開発事業に対し、必要な資金を融

資または出資するものである。

民間企業が開発途上地域で開発事業を行う場

合、様 な々リスクがあり、また高い収益が望めないこ

とも多いため、民間の金融機関から十分な資金が

得られないことがある。海外投融資は、そのような事

業に出融資することにより、開発途上地域の開発を

支援するものである。円借款は政府ベースの経済協

力により、開発途上地域の社会経済開発を支援す

るものであるのに対し、海外投融資は主として民間

ベースの活動を通じて、開発途上地域の開発に貢

献するものである。

本邦や開発途上地域の民間企業等への融資ま

たは出資のほか、多国間協定に基づいて設立され

たファンドや国際機関の中に設けられたファンドへの

出資も行っている。

なお、海外投融資は2001年12月に発表された特

殊法人等整理合理化計画において、2002年度以

降は、2001年度末までに承諾された案件またはそ

れらと継続的な性格を有する案件に限り出融資を行

うこととなった。

3．最近の活動内容
◆承諾、実行および回収実績◆

◆海外投融資地域別承諾額◆
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②海外投融資（国際協力機構（JICA：Japan International Cooperation Agency））

②海外投融資（国際協力機構（JICA：Japan International Cooperation Agency））

回収額 

88 
200 
3,190

実行額 

1 
0 

4,719

承諾額 

0 
0 

5,207

年　度 

2006 

2007 

累  計 

（単位：億円） 

＊　承諾額、実行額については、債務救済分を除く。 

累　計 

2,366   
（45.4） 
419   
（8.0） 
367   
（7.1） 
1,439   
（27.6） 
111   
（2.1） 
503   
（9.7） 
5,207   

（100.0） 
 

2007

0   
（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
 

2006

0   
（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
0   

（0.0） 
 

年　度 
地　域 

ア ジ ア  
　 
中 東  
　 
ア フ リ カ  
　 
中 南 米  
　 
オセアニア  
　 
東欧・その他 
 
合　計 
 

（単位：上段；億円、下段（　）；％） 

＊1　債務救済分を除く。 
＊2　数値は四捨五入の関係上、合計が一致しない場合がある。 
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